令和５年度　幕張いもっこ保育園　事業報告

1． 事業報告にあたって
 
  年度当初より、千葉市の公立保育園民営化事業に応募するための準備に、忙しいスタートを切った。当会の余裕のない財務状況、高騰していく建築費、負担のかかる保育環境など不安要素が数々あったが、ここまでの園運営を振り返り、さらに当会の保育事業を発展・充実させていこうと公募に参加をした。選定の結果をうけ、喜ばしさと新たな重い使命を認識するところである。
幕張いもっこ保育園の園長・主任や中堅若手保育士が移籍予定であり、既存園職員の不安はあるものの、課題を乗りこえての法人の運営基盤を強化し、引継ぎによって公立保育の学ぶべきところを取り入れたい。

２歳児を１２名ずつの二クラス編成にしたところ、子ども達の様子が安定し、遊びもスムースに展開できているようだ。入園希望者は多く、全園児数は１４５名になる時もあった。要配慮に近い子もいて人員配置に苦慮するが、幼児クラス全体で協力し合うことで乗り越えた。本年度から専任看護師を配置し、おもに乳児担当とした。怪我の時の対応、内科健診など通じて顧問医との連携など、職員の安心感に寄与し安定充実の保育につながった。
　コロナが５月より５類となったが依然感染者はゼロではないので、園行事などは学年ごとに行うなど感染対策をつづけた。人数制限無しの運動会などは、祖父母も参加し、皆が幸せそうに子どもの成長を喜びあった。　

　幼児を担当する保育士から悩みを相談され、「それぞれ悩み事があるときは、お互い支え合っていこう」と職場の理解があり一ヵ月間の休暇取得を認めた。保育へのやりがいと情熱で業務に取り組んでもらうが、燃え尽きる前に気持ちの切替え時間がもてるよう配慮していきたい。有給休暇については年間計画書をもとに、全職員公平に取得できるよう努めた。
　　　5年度は弁天保育所の引継ぎ準備のため、5名の採用を必要とした。保育士不足を感じつつ求人活動を行ってきたが、養成校との連携で新卒３名、中途採用２名のスタッフを採用することができた。知人の紹介などから、朝夕のパートさんも２名採用できたので、まくはり福志会のスタッフは令和６年度より５０名となった。

２．事 業 経 営

【年齢別在籍児童数】
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【利用者状況推移】各年度３月１日現在
	年度
	０歳児
	１歳児
	２歳児
	３歳児
	４歳児
	５歳児
	計
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	２４
	２６
	２６
	２４
	２２
	１３７

	令和４年度
	１２
	２４
	２７
	２６
	２８
	２５
	１４２

	令和５年度
	１２
	２４
	２８
	２８
	２３
	２７
	１４２



【主なできごと】
	

４

月
	園児数は１４２名でスタートした。千葉市全体として０歳児が少ない状況があり、反対に１歳児の待機児が多いとの事だったので、０歳児９名に１歳児を３名加え、混合クラスとしてスタートした。３歳児は、２歳児クラスからの生活とつなげて、二クラスに分けて過ごした。思っていたより分園の生活に早く慣れてきたため、５月より一クラスで保育を行った。
【慣らし保育】の実施は、入園説明会の時より知らせていたため保護者の理解があり、順調に子どもの様子に合わせて進めることが出来た。慣らし保育に関しては、はじめは疑問に思う方もいるようだったが、実施してみてから納得いただいている。親子とも新生活の基礎を無理なく作り、仕事復帰にむかえるようである。

	
５

月
	長く続いたコロナが５類感染症に移行し、マスク着用は個人判断に任せることとした。行事の実施も人数制限なく行うが、不安は残るので、感染予防対策をしながら子どもの成長を喜びあう機会を大事にしてゆく。保育参観・保育参加は、室内なので各保護者２名までの制限をするが、参加率は高かった。
【いも苗植え】保護者にも参加を呼びかけ盛況であった。


	
６

月
	子どもが内鍵を開けて一人で外へ出てしまう事故などが報道されたことから、鍵を子どもに触れさせないなどの注意を呼びかけた。「子どもがやってはいけないこと」があることを子どもに伝え、保護者にも協力理解を求めた。
【保育参観・保育参加】には多くの参加があった。子ども同志で元気に遊ぶ姿を見て、保護者も嬉しそうであった。参観後はクラス懇談会を開き、保護者同志の交流の時間も持った。


	
７

月
	【七夕】では笹飾りに願いごとを短冊に書き飾った。久しぶりの地域交流会を開催し、地域の親子も一緒に飾りを作り、楽しいひと時を過していただく。
【プール開き】をしたが、猛暑で外に出ることが難しい日が続く。熱中症警戒アラートが毎日出たため、室内遊びが続き残念だった。
熱中症対策が必要なため外遊びの機会が取れず、室内の遊びを工夫してみた。
【夏まつり】年長児が乳児のお店にお手伝いにきてくれるなどの交流があり、楽しい一日となった。


	
８

月


	胃腸炎が流行し、罹患児が１０人を超えたので保健所と連携を取った。感染者に検査を依頼したところ、流行性のものも検出された。清掃を強化するなど感染対策に追われる日々が続いた。保育者にも感染者が発生し、保護者へ保育業務負担の軽減への協力を求め、ようやく終息することができた。罹患した保育者には休養のため特別休暇を与えた。
下旬には少し暑さが和らいできたので、プール遊びや水遊びなど楽しんだ。

	
９

月
	暑さが和らぎはじめた頃、年長組では【ボディペインティング】を愉しんだ。段ボールや大きな紙にダイナミックにペイントし、子ども達の歓声が園庭に響いた。
【避難訓練と災害時の引渡し訓練】では、親子で災害時の対応を考える機会とした。
運動会練習は順調に行っていった。
全館、エアコンのクリーニング(内部水洗い)を行う。

	


１
０
月
	劇団「ばく」の【着ぐるみ人形劇】を地域の親子もいっしょに観劇をした。
【３歳・4歳児の親子運動会】を２部制にして行った。親子で参加する競技では、みんなの笑顔が溢れていた。【５歳児運動会】は子ども達自身がアナウンスをして、精一杯の力を発揮していた。人数制限が無かったので、たくさんの家族の応援があり、たくさんの拍手をもらい組体操を披露、大きな自信を持ったようだ。に
【おイモ掘り】芋が土の中から出てくると子ども達は歓声を上げて喜んでいた。保護者にも参加していただき、ついたくさん掘ってしまう方もいて楽しそうであった。
【いも煮会】さつま芋や、他の野菜や果物で秋の味覚を楽しんだ。
幕張小学校の生徒さんが【街たんけん】にやって来た。様々な質問を受け、保育園の役割や保育士の仕事内容の質問を受けた。

	
１
１
月
	【秋の遠足】３歳児は近隣の公園、４歳児が千葉公園、５歳児が卒園遠足として千葉動物公園にそれぞれ行った。みんなで出かけることが楽しく、子ども達にとって思い出に残る経験となった。
幕張小学校・幕張南小学校・幕張東小学校と【幼保小連携】が取れた。校内の見学させていただき、小学校生活への期待が高まったようであった。
新規園開設のための採用活動を行った。コロナ以降久々の複数採用だが柔軟な対応で確保できた。

	
１
２
月
	【フラワーアレンジメント】　近隣のお花屋さんに５歳児がフラワーアレンジメントを教わる。
【お楽しみ会】は、本園・分園と分けて実施した。職員の催し物を見たり、クリスマスの曲でダンスを楽しんだ。各クラスでランチマットを作成して、楽しい雰囲気の中で特別メニュー食を楽しんだ。
【おもちつき】コロナ後初めてで、年内に実施するのも初めての試みだった。できた大きな鏡餅を玄関に飾り、お正月の準備をした。給食室でついたお餅を子ども達のリクエストの味付けにして、おやつの時間に美味しくいただいた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
１月
	【お正月遊び】　こまやすごろくなど各クラスでお正月遊びを行う。
学校見学を積極的に行った。５歳児が進学に期待を持つようになった。
全園児個人面談を行った。

	

２
月
	【発表会】３歳児は保育室で保護者は２名の参加とした。４歳児はホール、５歳児もホールで、人数把握はしながらも、人数制限無く実施をした。子ども達の可愛らしい発表に思わず涙のお父さんもいた。
令和５年度の【入園説明会】を行った
【節分行事】扮装したボランティア赤鬼・青鬼は豆攻撃に早々に退散していった。
職員の劇を通じて「3色群を学ぼう」というテーマで栄養について学んだ。


	
３月
	【桃の節句】　ひな人形を飾る。
年間反省を各クラスで行った。園長・主任とディスカッション形式で報告した。
【卒園式】は、感染対策は行い、マスクは自由とした。２７名の卒園児を送った。
卒園証書を立派に受け取る姿、卒園の歌やお別れの言葉には、保護者も職員も感動で一杯であった。



   【有給休暇取得率】　 全職員平均　61%

      【 入退職者数 】 
	　　　　　　
	　正職員
	非常勤職員

	退職者
	      2
	    1

	入職予定者
	      5
	    2



【 安全管理 】
　　防災訓練　　避難・消火訓練を毎月１～２回実施する。
　　健康管理　　園児・職員の定期診断及び全職員の細菌検査を実施する。
　　衛生管理　　健康・衛生管理には最善の注意を払い、伝染性疾患については貼り紙をするなど
保護者に早めに周知し、園内の消毒など感染予防に努めた。
　　環境管理　　施設の環境管理について日々点検を行う。
　　　　　　　　業者による園舎消毒、清掃などを行う。日々の清掃に心がける。
地域交流　　地域交流会　計画をしたが実施できなかった
　　　　　　見学者は一家庭二名までとして、受け入れをした
　　保育実習　　保育士養成校からの実習生の受け入れを行う。
　　　　　　　　
　　【研　修】　ZOOMなどを利用して、各種研修会に参加し、資質の向上に努めた。　
　　　　　　　　※千葉市保育協議会　千葉市民間保育協議会
　　　　　　　　花見川区の研修は施設長、施設委員の参加となり、全体会の研修には対面式で参加をした。
　　　　　　　　主任・副主任は横浜で開催された全保協の研修に一泊参加した。
　　　　　　　　個人的に参加希望の研修があった場合には、費用の補助制度を新設した。
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
